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 半端や残り物の毛糸や絹糸を生かして


    綺麗な紐を両手指だけで


                編んでみませんか？


    子どもでも大人でも誰でも、楽しみな　 


 がら、すばらしく綺麗なオリジナルの紐 


 を編み上げることができます。慣れれば、


 音楽を鑑賞しながら、読書やテレビ番組 


 を楽しみながらでも、いつのまにか、美


 しい紐を編み上げている自分を発見し


 て、心楽しくなります。


    何よりもうれしいことは、自分が以


 前、セーターなどを編んだあとの残りの


 毛糸などを再生利用できることです。お


 気に入りの色合い、手触りの高価な毛糸


 を捨てずに利用できれば、とても気が晴


 れると思われます。


    さらにできあがった紐を大小様々に


 編み上げて、伝統的な花結び、飾り紐な


 どに仕上げて、部屋の装飾小物、衣服の


 アクセサリー等、首飾り、ベルト、ブレ


 スレット、和製プロミスリングなどに応


 用しても、とても洒落ています。ほんの


 小さな心配りと行いですが、「人にも、物


 にも、自然にもやさしい」真に意義のあ


 る心得と営みだとも思われますが、いか


 がでしょうか？                 益応          
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The more humble, the more noble.


The more grateful, the more graceful.


Like the Son of Man, who did not come to be served, but to serve and give  his life to redeem many people. (MATTHEW 20)


























Yesterday is the mirror of tomorrow.


Not a long day, but a good heart rids work.





A true worker will get what he needs. 


Do not worry about tomorrow, it will have enough worries of its own. There is no need to add to the troubles each day brings. (MATTHEW 6)




















     切り花と生け花のこと


   供華（くうげ）は今日の華道の根本であり、一枝一輪をもって故人の供養荘厳をその目的とします。しかし、現に生きている花を切って供えることは、如何に理屈をつけても、花の命を殺すことにほかならない。しかしながら、人間の情として、花を飾ることは、食物が肉体を維持する為に不可欠であると同様に、精神・情緒の安定には必須の営みのように思えます。


   したがって、積極的に作用する立場の人間が、植物の立場になって、その栽培成長の手助けをして、その返報としての一枝一輪を剪定利用させてもらう、という心掛けの内にのみ、「殺生」を転じて「共生」に至る平和共存への道があるかもしれません。


   その具体的作法としては、各家庭の仏壇内の香炉で、故人の供養のために抹香・線香等を焚き、また床の間などで、家内の安全祈念・精神の鎮静のために香を焚いたあとに残る香灰を草木の肥料（こえ）として、施すという、古き善きしきたりがあります。すなわち、香炉の灰は常に七、八分目に保ち、余分の灰は庭木、鉢植えの草木の根本に埋めて草木供養の教えに順うように務める。灰は肥料になり、生長した草木の枝葉を折々に、剪定整枝した分を供えることにより、初めて、「切り花」でなく「生け花」となるといえるかもしれません。                     「益応」
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 さはがしき  


 


   虫魚のごとき 





     この身をば





   草木のごとく  





     安んぜしめむ    
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